
【経歴・所属】
福祉系大学卒業後にやりたい仕事・目標なく、病院事
務職となるが1週間で退職。家がない・お金がない・実
家には帰りたくない状況から、見つけたのが特別養護
老人ホームでの介護職。その後、給与アップを望んで
生活相談員・介護支援専門員として従事。現在は副施
設長として、採用・定着・育成に関する業務や研修・
イベント開催。

【経歴・所属】
2006年に博士(情報科学)取得後、ATR認知情報科学研究
所、産業技術総合研究所、金沢大学理工学域で音声・音
響・聴覚情報処理の研究に従事。その間、日本音響学会
佐藤論文賞等5件受賞。2021年からNTTデータ第二金融
事業本部にてAIスピーカーを使った高齢者向けサービス
の開発を担当。「技術にヒトが合わせるのではなく、ヒト
に合わせて技術を作る」をモットーに、高齢者に寄り添
えるサービス“ボイスタ！”の開発を進めている。

【経歴・所属】
寒川ホームの特養で生活相談員をしています。
専門学校と短期大学を卒業後に寒川ホームに就職し最
初はショートステイのケアワーカーから始まりデイサ
ービスの相談員、ショートステイの相談員を経て現在
の特養の生活相談員をし、気付けば介護歴は約20年に
なっていました。まだまだ足りない部分ありますが宜
しくお願いします。

パネリストメンバー

パネルディスカッション
介護・生活支援ロボット普及推進協議会活用研究会 

日時   ５月３０日（金）１４：３０～１６：００
参加方法   ZOOMを用いたオンライン配信

①ディスカッション1
「各パネリストのご所属の法人・事業所における現場の課題とその解決（対応）に向けて」

②ディスカッション2
「現場におけるDX推進の動き」
・課題に気付く為に？課題の抽出方法とは？
・課題解決はDX推進で可能か？それは何が有効か？

【経歴・所属】
特養　デイサービス　居宅支援を経験後、2003年4月
より社会福祉法人ユーアイ二十一にて在宅部門の責任
者となる。その後、特養老人ホーム施設長を経て、現
在は未来創造室　室長として従事。地域社会のニーズ
や課題が変わっていく中、この変化に合わせて多様な
形での地域貢献活動を行い、多様な活動主体との連携
を図り、地域課題解決が出来ればと模索中。
介護福祉士　社会福祉士　介護支援専門員

高野　将樹
社会福祉法人吉祥会

今村　真 北村　明美
社会福祉法人　ユーアイ二十一社会福祉法人吉祥会

齋藤 毅
株式会社NTTデータ

問い合わせ
公益社団法人かながわ福祉サービス振興会　
コンサルティング事業部 介護・生活支援ロボット普及推進協議会・活用研究会事務局
tel:　045-662-9538 　email:　robot@kanafuku.jp

コーディネーター　
（公社）かながわ福祉サービス振興会

得永真人
詳細・お申込みはこちら↓

第1回 テーマ「介護現場における課題解決に向けて」


